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2005年には“Kafka on the Shore”（『海辺のカフカ』）が有力紙『ニューヨーク・タイムズ』









































































から明かした点にある。本書刊行間近に出版されたFred Kobrak, Beth Luey "The Structure of 






























  ・英米→カナダ、オーストラリア、ニュージーランド 
  ・仏 →カナダ仏語圏 
  ・英、仏 →アジア、アフリカ諸国（ポスト・コロニアル） 
  ・スペイン→メキシコ、ラテンアメリカ諸国（ポスト・コロニアル） 
  ・レバノン、エジプト→アラブ諸国（地理的、宗教的共同地域） 





























































































              （教育・教材史／広告・販売戦略／映像表現と読者） 
B：書物の獲得にかかわる領域：どういった組織、個人が書物を提供、獲得したか。 
              （書店／図書館／書籍の貸借／取次、書籍取引／寄贈） 
C：書物の管理・提供にかかわる領域：書物をいかに管理、整理、提供するか。 
              （分類、目録規則／検閲や検定／書籍データベース） 
D：書物の形態にかかわる領域：言語表現、印刷、書物の形態や制作者の問題など。 


























































『日本のローマ字運動の歴史 1868-1985 』（日本ローマ字教育研究会、1986 年）、梅棹忠夫『日







































字新聞と外国人ジャーナリト」（『コミュニケーション研究』第 21 号、1991 年）の著者でもある













することができる。同著者が上梓した『The English-Language Press Networks of East Asia, 
1918-1945』（Global Oriental, 2010 年）では、東アジアの政治的・経済的ネットワーク（共
通の関心によって結ばれたメディア団体）が日本の英字紙をめぐって闘争し、やがて戦時体制
下で外務省の Japan Times に収束されていく道程が明らかにされている14。 
以上の先行研究が指摘するように、対象国の世論形成を目的としたメディア政策とは、言論
弾圧史より言論統制史と捉えるのが適切である。それは李修京・朴仁植「『セウル・プレス』

































































与メンバーでもあった文藝春秋社長菊池寛による、多国語付録「Japan To-day」（1938 年の 4


























































































































































































































 コミックマーケットの評価は稗島武「コミックマーケットの行方 : ある「文化運動」に見る
理念と現実の関係についての考察 」（『比較社会文化研究』14、2003 年）、杉山あかし「コミッ
ク同人誌即売会「コミック・マーケット」の文化社会学的研究」（九州大学、2008 年）などがあ
る。3 日間で 15 万人を動員する東京ビックサイトでのコミケイベントは、細分化されたジャン
ルの創作者とファンが相互に交流する場となっている。この C to C（Creator to Consumer）
というモデルは、出版ビジネスの国際交流をささえてきたブックフェアについても議論されて
いる。国際交流基金・出版文化国際交流会編「第 2 回国際ブックフェアを考える会」（2004 年）
では、1950 年代にドイツを中心として開催されてきたブックフェアが、新興国の参加が増える
にしたがって B to B（Business to Business）から B to C（Business to Consumer）、C to C
（Creator to Consumer）へと変容してきた過程について言及し、予算執行をもって政府が介














































































る。思春期に MISHIMA や KAWABATA を読み育ったというフランス人ジャーナリストによ
る日本の性文化研究、アニエス・ジアール『エロティック・ジャポン』（にむらじゅんこ訳 河

































                                                  





3 ）藤井省三編 『東アジアが読む村上春樹 : 東京大学文学部中国文学科国際共同研究』（若草
書房、2009 年）。中国での村上の人気の高さを示す以下のようなエピソードもある。 




2011 年 3 月 16 日）http://news.livedoor.com/article/detail/5418444/ 
4 ）ソフト・パワーに関連づけて村上春樹を論じるものとして、細田正和「大衆文化が日本を





5 ）シンポジウムの記録は、柴田元幸 [ほか] 編『世界は村上春樹をどう読むか』（文藝春秋社、
2006 年）として刊行されている。 
6 2010 年 11 月 10 日付読売新聞「『1Q84』『容疑者 X の献身』中国語版無断で電子出版」、2011








                                                                                                                                                  
「国際文化事業」の理想と変容』（新曜社、2011 年） 
9 ）渡辺靖『アメリカン・センター』（岩波書店、2008 年） 
10 ）吉田健正（1977）「カナダの米国マス・メディア対策」『総合ジャーナリズム研究』14（1）、
pp.32-41 




13 ）ウィリアム・E・グリフィスの『皇国』（The Mikado’s Empire, 1876）、ラフガディオハ




14 ）英文による対外宣伝の資料集として、Peter O’Connor 編『Japanese Propaganda: Selected 
Readings : A Collection』（Global Oriental, 2005 年）がある。 
15 ）『源氏物語』の翻訳は、ケンブリッジ在学中だった末松兼澄訳（1882 年）が先行する。 











21 ）芝崎、前掲書、204 頁。 
22 ）吉田右子「アメリカ図書館協会と戦時情報局の戦時図書館政策」（根本彰編、『戦後アメリ
カの情報文化政策』、東京大学大学院教育学研究科図書館情報学研究室、2001 年）。本田 武彦
「米国外交政策に一役買う国務省図書館」（『びぶろす』2(6)、1951 年）、Simmons, W.A. Three 
Decades of Challenges and Changes in US Embassy Libraries Around the World. 
（Advances in Librarianship, 29, 2005 年） 
23 ）1948 年の翻訳文学書総計 244 点中、フランス 89 点、ロシア 46 点、ドイツ 34 点、イギ
リス 32 点に対し、アメリカ文学はわずか 8 点に過ぎなかった。（宮田、同掲書、66－67 頁。） 
24 ）1951 年の一年間だけでソ連の翻訳書は 228 冊にのぼった。（松田、同掲書、149 頁。） 
25 ）1953 年 6 月 8 日付朝日新聞「民主主義陣営と共産主義陣営の翻訳界ならびに出版界での
冷戦」 
26 ）http://shonenjump.viz.com/node/63 
27 ）パリ第三大学で近代文学を専攻した後、ジャーナリスト養成学校として著名な高等情報通
信科学学校でジアールが 90 年代に提出した修士論文は「フランスのプレスから見た日本アニ
メの暴力性」であり、これは 89 年に日本アニメを激しく批判した社会党議員セゴレーヌ・ロ
ワイヤルの著書『チャンネルを次々に切り替える子供にはもううんざり』への挑戦状でもあっ
たという。（ジアール、前掲書、346 頁。） 
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